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　2013年5月、持続可能性報告書の国際的ガイドラインを
策定・発行する国際NGOであるGlobal Reporting Initiative

（GRI）は、内容をこれまでの「網羅的な情報開示」から、「重
要課題（マテリアルな側面）に焦点を当てた情報開示」を求
めるものへと改訂したGRI ガイドライン第4版（GRI-G4）を
発行しました。これは、経営がCSRにより深く関与すること
で、企業が意思を持って報告する内容を決定していくことを

目的としたものです。2016年以降はGRI-G4に基づいて報告
することをGRI は求めているため、TDKでは、重要課題（マ
テリアリティ）の特定を以下のプロセスで進めています。
　2014年度は、自社視点での重要課題特定までを完了しま
した（ステップ1、2）。今後は、ステークホルダー視点での
優先順位を検討し、2016年にはその結果を報告するととも
に、GRI-G4に準拠した情報開示を目指してまいります。
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※企業倫理綱領の全文はWEBをご覧ください。
　http://www.tdk.co.jp/about_tdk/code_of_conduct/

　TDKグループのCSRとは、「社是の実践と企業倫理の徹底」
です。これは、TDKが、お客様、お取引先様、従業員、株主・
投資家、地域社会などのステークホルダーによって支えられ
る社会的存在であることを認識するとともに、ステークホル
ダーとコミュニケーションをとりながら、企業倫理綱領※を
基盤に、TDKの事業活動を通じてCSR活動を推進していくこ
とを意味しています。
　社是の実践を遂行することで企業価値を向上させ、その結
果、「企業の継続的発展」と「持続可能な社会実現」に貢献し
ていきます。

TDKグループのCSR

GRIガイドライン第4版への対応

組織図

ステークホルダー視点の優先順位づけを有識者の意見な
どを踏まえて行います。

TDKグループとして、経営層への承認を得てマテリアリ
ティを確定します。

ステップ 3、4（2015年度実施予定）

　取締役会直轄の企業倫理・CSR委員会での活動をベースに、
CSRグループをはじめとする各本社部門とビジネスグループ
および各拠点が連携して、全TDKグループが一丸となり幅広
いCSRテーマを実践しています。

　取締役会直轄の組織である企業倫理・CSR委員会は、取締
役会にて選任された取締役または執行役員が委員長を務め、
主要本社機能長と委員長が指名した委員でメンバーが構成さ
れています。全世界のTDKグループ企業の構成員に対する、
TDK 企業倫理綱領に関連する問題を解決することを使命と
しています。
　また、TDKグループでは、コンプライアンス違反行為を事

前に防止し、またはできるだけ早く把握して対処するため、す
べてのTDK構成員が、コンプライアンス違反行為について通
報し、コンプライアンスの徹底に資することができる制度と
して、社内外にヘルプラインを設けています。

　
　社会的に求められる課題・要請を熟知し、CSR活動を専門
に推進する組織です。お客様や社会からのさまざまな要請を、
緊急度と重要性、自社における影響力や能力、社会への貢献
度などの観点から戦略的に見極め、各部門と密接な連携のも
とで、方針策定や要請対応を行う組織です。CSRにおける社
内浸透、教育の対応も実施しており、現在は、アドミニスト
レーション本部の一組織として組織化されています。
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前段階（2013年度実施）

現在の情報開示レベルをGRI-G4 の
要請に照らし、対応項目と未対応項
目の内容と程度について現状分析を
行いました。

1．現状分析

GRI-G4 の意図を正しく理解するた
め、GRI G4 Certified Training 
Courseを受講しました。

2．理解促進

重要課題（マテリアルな側面）の特
定に向け、社会課題を幅広く抽出す
るため、ステークホルダー別にどの
ような方法で意見を収集し、対話を
行っているかを整理しました。

3．情報源整理

ステークホルダー別の情報源から、日々のコミュニケー
ションの内容を確認するほか、ISO26000などのCSRに
関する国際的ガイダンス文書を参照し、さまざまな社会
課題をシミュレーションしました。

ステップ 1、2（2014年度実施）

• �重点3市場における新製品開発・拡販
• �高い技術力に基づく「ゼロディフェクト品質」の追求
• �環境貢献製品の拡販

1．技術による世界への貢献

• 生産拠点における労働環境配慮
• サプライヤーにおける労働環境配慮
• 紛争鉱物対応　● 製品の安定供給

3．�サプライチェーンにおける社会・環境配慮

• エネルギー問題への対応　● CO2 排出量削減
• 資源の有効活用

4．地球環境との共生

• �グローバル人材の育成
• �多様性を尊重する企業風土の醸成

2．人材の育成

社是の実践と企業倫理の徹底により、企業の継続的発展と持続可能な社会実現を目指すTDKグループのCSR。
その基本的な考え方と体制、GRIガイドライン第4版の対応についてご紹介します。

社会課題の抽出1

上記で抽出した社会課題に対して、「経営戦略」、「当社グ
ループの事業が社会に及ぼす影響度」、「ステークホル
ダーの関心度」、「現状の対応」に基づき、自社視点によ
る優先順位づけを、「優先して取り組む課題（優先度：
高）」、「社会からの要請、期待などを把握しながら対応す
る課題（優先度：中）」、「将来的な課題として認識する課
題（優先度：低）」で整理しました。
右記は、自社視点による優先順位づけの結果、「優先して
取り組む課題」として挙がったものです。シミュレーショ
ンによると、従来から取り組んできた4つのCSR観点で
の重要な活動項目の重要性があらためて確認されました。

自社視点による優先順位づけ2

ステークホルダー視点による優先順位づけ3 マテリアリティの確定4
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